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5 E.M.Good; Peace in the Old Testament, in The interpreter's Dictionary of the Bible, New Abingdon
Press,1962, p.705.
6聖書の引用はすべて、『聖書 新共同訳』日本聖書協会、1989年による。
7樋口進『古代イスラエMS言者の特質一伝承史的•社会史的研究J新教出版社、2013年、76ページ参照。
8列王記上8章65節参照,
9アモス書6章14節参照。
10樋口、前掲書77ページ参照,
11同80ページ参照。
12ヘブライ語でツァッディーク、アモス書2章6節参照。
13新共同訳では、「正義(ミシュパート)を洪水のように、恵みの業(ツェダーカー)を大河のように」と訳
されているが、私訳のようにミシュパートは「公正」とツェダーカーは「正義」と訳すのが適切であろう。 
14樋口、前掲書81ページ参照,
16イザヤ書3章14-15節も参照。
16出エジプト記22章21節,申命記24章17節参照。
17イザヤ書1章21節参照。
18アモス書5章18節,6章1節参照。
19樋口、前掲書82ページ参照。
20イスラエル民族がカナン(パレスチナ)に移住する以前に住んでいた先住民がカナン人で、彼らは都市国家 
を形成していた。ダビデがイスラエル王国を建国したときに(前約1000年)、カナン人の都市国家を模範に 
して政治体制を作ったが、それは王を頂点とする階級社会であり、すべての民が神の前に平等であるという 
イスラエルの古来のあり方とはかなり違ったものであった。
21イザヤ書1〇章1—2節も参照。
22ヤハウェという神を唯一の神として崇拝する立場。階級社会のカナン主義とは対立した。
23イザヤ書5章7,16節,9章6節,16章5節,28章17節,32章1,16節,33章5節参照。 
24樋口、前掲書84ページ参照。
26アモス書8章5節参照。
26レビ記19章36節参照。
27今日でも「こんにちは」「さようなら」「ごきげんよう」などの挨拶の言葉はヘブライ語ではシャロームで 
ある。
28石川立「旧約聖書における暴力と平和 一旧約聖書は戦争をどう物語っているか一」『福音と世界』2016年
3月号、11ページ参照。
%ヘブライ語で「神、我らと共にいます」という意味。
30ルカによる福音書2章11節参照。
31当時は「アッシリアの平和」と言われたが、それはアッシリアの圧倒的な軍事力によって諸国が押さえつけ 
られ、表面的に戦争のない状態が保たれていたからである。
32新共同訳では、「正義(ミシュパート)と恵みの業(ツェダーカー)によって」と訳されているが、ミシュ
パートは「公正」とツェダーカーは「正義」と訳すのが適切であろう。
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33マタイによる福音書21章7節、マルコによる福音書11章7節、ルカによる福音書19章:35節、ヨハネ 
による福音書12章15節参照。
34これは、ガルトウングの主張した「積極的平和」に通じる。
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